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2005；やどかりの里 30 周年記念出版編集委員会 2000；増田 2005）．テレビには，「べてるの家」や
「やどかりの里」の利用者が，当たり前のように映るようになった．また，精神障害者の手記が出版
され，そこには，発症時の自身の想い，生きづらさとの付き合い方等が綴られているのである（黒川
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